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1.提出期限等について（事前チェック）

1. 事前チェック提出期限

・ 特別推進研究、基盤（Ｓ・Ａ）：

令和４年８月１８日（木）

・ 基盤（Ｂ・Ｃ）、挑戦的、若手、新学術、学術変革Ａ（公募）等：

令和４年９月１３日（火）

- 事務職員によるチェック／外部アドバイザーによるチェック・アドバイス

・提出先 ：研究推進・産学連携課 研究協力係（research_cooperation@jim.kit.ac.jp）

・提出方法：科研費電子申請システムで作成し、ダウンロードしたPDFファイルをメール

添付でお送りください。

※後述の科研費獲得支援事業対象者については、上記チェックに代えて専門業者による
添削を行いますので事前チェック提出は不要です。
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1.提出期限等について（事前チェック）

事前チェックの段階では、「応募情報又は研究計画調書の確認」ボタン
からPDFファイルをダウンロードしてください。

「確認完了・提出」ボタンはまだ押さないでください

（研究者側で修正・削除ができなくなります） 2

添付ファイルの登録が完了し
ていれば、全項目の入力が未
完了でもPDFを作成可能です



2. チェック後最終提出期限

・ 特別推進研究、基盤（Ｓ・Ａ）：

令和４年８月２６日（金）

・ 基盤（Ｂ・Ｃ）、挑戦的、若手、新学術、学術変革Ａ（公募）等：

令和４年９月２６日（月）

提出方法：修正・入力完了後に科研費電子申請システムの「確認完了・提出」

ボタンを押して提出

（メール送信・紙媒体の提出は不要です。）

研究分担者がいる場合、分担者全員の承諾処理が完了していな

いと「確認完了・提出」ができません。

1.提出期限等について（最終提出期限）
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2.注意事項（1）

令和５(2023)年度公募の主な変更点等

○ 審査区分表の見直し

○ 若手研究（２回目）と挑戦的研究（開拓）との重複応募・受給制限

の緩和

（前回公募時の主な変更点）

○ 公募スケジュールの早期化

○ 研究計画調書様式の見直し

「２ 本研究の着想に至った経緯など」が「１ 研究目的、研究方法など」に組み込ま
れ、「１」の構成と記載指示事項が変更されました。

○「研究費の応募・受入等の状況」欄の記載事項変更

企業からの共同・受託研究費、財団からの助成金、国外も含めた研究資金を記載する
こととなりました。 4



2.注意事項（2）

研究分担者と研究協力者について

・研究分担者…科研費の一部を主体的に使用する者

研究代表者と同様、補助事業者に位置付け

（科研費の応募資格が必要）

・研究協力者…補助事業者ではない（科研費の応募資格は不要）

毎年度の収支報告時に、分担者ごとの支出額の報告が必要です。

学内の先生を分担者にする場合は、分担者ごとの支出額がわかるよう管
理をお願いいたします。
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●研究分担者の承諾手続きについて（代表者側）

①「依頼する」にチェックし、研究分担者の情報を入力
↓

②「一時保存をして戻る」

（最終ページの「確認完了・提出」は分担者の承諾が完了しないとできません）

2.注意事項（２）
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①

②

※ 「一時保存をして次へ進む」を
押すとエラーが出ます！



2.注意事項（2）

●研究分担者の承諾手続きについて（分担者側）

・「研究分担者の処理を行う」 → 「承諾」or「不承諾」チェック

→ 学位とエフォートを入力（不承諾の場合はその理由）

分担者の承諾 ⇒ 分担者所属機関の承諾 ⇒ 手続き完了
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分担者のトップページにボタンが出現
します。
（依頼があったことは分担者に自動通知されません
ので、別途メール等で連絡した方がスムーズです）



2.注意事項（3）

研究代表者の資格について
一部の研究種目を除き、研究代表者を交替することは

できません。(平成23年度公募より不可になりました。)

補助期間中に定年退職され、次の所属先がない場合等、
研究代表者が応募資格を喪失した場合は補助事業を廃止
することになります。

※研究代表者の交替が可能な課題は、新学術領域研究の「計画研究」、「学術研究支援基盤形成」、
学術変革領域研究の「計画研究」及び外国人特別研究員奨励費のみです。

※科研費に応募するにはe-Rad(府省共通研究開発管理システム)で研究者登録を行う必要があります。
なお、本学において研究代表者として競争的資金等に応募ができるのは以下に該当する方です。
・本学就業規則の適用を受ける者のうち、現に本学において研究活動に従事している者
・本学において受け入れている日本学術振興会特別研究員
・本学の役員
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2.注意事項（4）

その他注意事項

１．研究計画調書の作成にあたっては、必ず公募要領および作成・記
入要領をご確認ください。

２．応募内容ファイル（Wordファイル）は、１１ポイント以上の大き
さの文字で作成してください。ページ数の増減はできません。空
白のページは白紙のままにしてください。モノクロ印刷で審査に
付されます。

３．科研費電子申請システムのログインIDとパスワードはe-Radと共
通です。ログインできなくなった場合は
研究推進・産学連携課までご連絡ください。パスワードを初期化
します。
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学外アドバイザー …（支援内容）調書のチェック、個別相談会

氏名 主分野 所属・職

湊 小太郎 医療情報学、医用画像工学 奈良先端科学技術大学院大学 名誉教授

3.科研費申請支援制度（1）

• 科研費申請アドバイザー制度
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個別相談会（基盤（Ｓ・Ａ）・オンライン）

日 時： ８月 ４日（木）９時～１７時

９日（火）９時～１７時

１０日（水）９時～１１時

申込方法：希望日時をメールにて研究協力係までお伝え

ください。（８月２日申込締切）

※研究分野や希望日時によってはご希望に添え
ない場合がございますので、ご了承ください。 ？

※基盤（Ｂ・Ｃ）等向けの個別相談会について
は、別途設定した上で改めてお知らせします。



学内アドバイザー …（支援内容）必要に応じ適宜ご相談ください。

学系 氏名 学系 氏名

応用生物学系

半塲 祐子 教授

情報工学・人間科学系

梅原 大祐 教授

井沢 真吾 准教授 桑原 教彰 教授

材料化学系
菅原 徹 教授

繊維学系
麻生 祐司 教授

藤原 進 教授

分子化学系
小堀 哲生 教授

デザイン・建築学系
阪田 弘一 教授

中 建介 教授 平芳 幸浩 教授

電気電子工学系
粟辻 安浩 教授

基盤科学系
野村 照夫 教授

山下 兼一 教授 人見光太郎 教授

機械工学系
高木 知弘 教授

北川 石英 准教授

3.科研費申請支援制度（1）

• 科研費申請アドバイザー制度
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3.科研費申請支援制度（2）

• 科研費計画調書（採択済み）閲覧制度

–研究期間終了後、研究者の許可を得た課題の
計画調書を開示

–研究推進・産学連携課のＨＰで約５０課題が
閲覧可能
研究計画調書（採択済み・研究期間終了）の閲覧

https://research.web.kit.ac.jp/private/kakenhi/kakenhi_plan/

※ダウンロードはできますが、印刷はできません。
取り扱いには十分にご配慮いただき、学内での閲覧
のみでお願いいたします。
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※基盤研究（Ｓ・Ａ）の支援対象募集は終了しております。

※基盤研究（Ｂ・Ｃ），若手研究，挑戦的研究の募集締切は、
８月２４日（水）１７時となっております。

3.科研費申請支援制度（3）
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• 科研費獲得支援事業
– 専門業者（ロバスト・ジャパン（株））による計画調書の添削（回数無制限・

作成途中の添削可能）

※支援対象者 添削登録期限

基盤（Ｓ・Ａ） ： ８月１８日（木）

基盤（Ｂ・Ｃ）等 ： ９月１３日（火）


